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　10月7日（日）、安堵中央公園多目的広場において、第38回町民
体育祭が開催されました。当日は天候にも恵まれ、爽やかな秋空
の下、多数の方々に参加頂き、各種競技において熱戦が繰り広げ
られました。

東日本大震災の復興を支援しよう 

≪地域文庫からのお知らせ≫



　

第
３
回
定
例
会
を
、
９
月
４
日
か
ら

14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
平
成
23
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
他
18
議
案

が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承

認
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
最
終
日
に
一
般
質
問
を

行
い
、
６
人
の
議
員
が
町
行
政
の
諸
般

に
わ
た
っ
て
質
問
し
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
町
行
政
に
対
す
る
議

員
発
議
に
よ
る
要
望
書
（
防
災
行
政
無

線
の
設
置
）
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

《
町
長
提
案
》

໐
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
２
号
）
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　

承
認
】

•
補
正
額　
　
　
　
　

５
４
０
万
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

　
　
　

28
億
４
，６
３
０
万
７
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

施
設
開
設
準
備
経
費
助
成
特
別
対
策

事
業
補
助
金

専
決
日
：
平
成
24
年
６
月
21
日

໐
安
堵
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
同
意
】

　

教
育
委
員
５
名
の
う
ち
、
楮
山
素

伸
氏
と
斧
田
真
里
子
氏
が
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
楮
山

素
伸
氏
（
奈
良
市
）
を
再
任
、
谷
野
美

保
子
氏
（
岡
崎
）
を
新
た
に
任
命
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
໐
安
堵
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
同
意
】

　

公
平
委
員
３
名
の
う
ち
、
胡
内
一

治
氏
（
東
安
堵
）
が
本
年
５
月
に
ご

逝
去
さ
れ
た
た
め
、
山
﨑
文
生
氏

（
岡
崎
）
を
新
た
に
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

໐
健
全
化
判
断
比
率
報
告
書
に
つ
い
て

【
了
承
】

※
健
全
化
判
断
比
率
が
早
期
健
全
化

基
準
を
上
回
る
と
早
期
健
全
化
団
体

と
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
自
主
的
に
財
政
の
早
期
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

໐
資
金
不
足
比
率
報
告
書
に
つ
い
て

【
了
承
】

※
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準

を
上
回
っ
た
公
営
企
業
会
計
は
経
営

健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
公
営
企
業

の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
土
地
開
発
公
社

決
算
の
報
告
に
つ
い
て

《
収
益
的
収
入
及
び
支
出
》

•
収
益
的
収
入　
　
　
　

３
，５
０
５
円

•
収
益
的
支
出　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

《
資
本
的
収
入
及
び
支
出
》

•
資
本
的
収
入　
　

74
万
６
，０
７
８
円

•
資
本
的
支
出　
　

78
万
３
，５
１
８
円

໐
安
堵
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て　
　
　
　

【
満
場
一
致　
可
決
】

　
　

学
童
保
育
室
に
入
室
す
る
こ
と
が

で
き
る
児
童
の
対
象
を
小
学
校
「
３

年
生
」
ま
で
を
「
４
年
生
」
ま
で
に

拡
大
す
る
改
正
。

　

施
行
日
：
平
成
25
年
４
月
１
日

໐
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
３
号
）
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
可
決
】

•
補
正
額　３

億
２
，６
５
３
万
９
千
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

2

議 会● ●

専
決
処
分
（
補
正
予
算
）

人
事
案
件

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

安堵町の健全化
判断比率名　　称 早期健全化

基準

10.1

1.4

―
（赤字額なし）

―
（赤字額なし）

15.0

20.0

25.0

350.0

◆ 健全化判断比率 （単位：％）

水道事業会計

下　水　道　事　業
特　別　会　計

安堵町の資金
不足比率名　　称 経営健全

化基準

―
（赤字額なし）

―
（赤字額なし）

20.0

20.0

◆ 資金不足比率 （単位：％）

条
例
改
正
等

報　

告　

町　

議　

会　

だ　

よ　

り

　

平
成
24
年　
第
３
回
安
堵
町
議
会
定
例
会



31
億
７
，２
８
４
万
６
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

総
務
費　
　
　
　
　
　
　

２
３
０
万
円

タ
ク
シ
ー
料
金
補
助
事
業

　

衛
生
費　
　
　
　
　
　
　

83
万
１
千
円

　
　

自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

　

土
木
費　
　
　

２
，３
４
０
万
８
千
円

　
　

道
路
管
理
台
帳
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
円

　
　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

໐
平
成
24
年
度
安
堵
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
２

号
）
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
可
決
】

•
補
正
額　
　
　

４
８
８
万
２
千
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

９
億
２
，０
２
０
万
３
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

諸
支
出
金　
　
　
　

４
８
８
万
２
千
円

　
　

償
還
金

໐
平
成
24
年
度
安
堵
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）
に

　

つ
い
て　
　
　
　
【
満
場
一
致　
可
決
】

•
補
正
額　

１
，０
６
０
万
６
千
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

５
億
６
，６
６
０
万
６
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

総
務
費　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
千
円

　
　

介
護
認
定
調
査
料

　

諸
支
出
金　
　
　
　

７
２
２
万
３
千
円

　
　

償
還
金

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

３
３
７
万
６
千
円

໐
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
可
決
】

•
東
安
堵
あ
つ
み
台
地
区
に
お
い
て
、

住
宅
開
発
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
道
路

の
帰
属
を
受
け
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

淺
野　

勉　
委
員
長

　

９
月
４
日
の
本
会
議
で
付
託
を
受
け

ま
し
た
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
を

審
査
す
る
た
め
、
９
月
６
日
に
委
員
会

を
開
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

　

一
般
会
計
歳
入
総
額
は
33
億
２
，

６
３
６
万
３
３
８
円
、
歳
出
総
額

は
27
億
４
，
９
８
５
万
７
，
２
１
３

円
で
、
実
質
収
支
額
は
５
億
５
，

２
５
１
万
９
，１
２
５
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
累

積
黒
字
に
、
単
年
度
収
支
１
億
１
，

６
２
１
万
７
，１
１
１
円
の
黒
字
を
加

え
た
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
減
収
と
な
っ
た
主
な
も
の
は
、

町
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債

な
ど
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
増
収
と
な
っ

た
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
、
繰
越

金
、
繰
入
金
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
歳
出
に
つ
い
て
、
議
員
年
金
制

度
廃
止
に
伴
う
議
員
共
済
組
合
負
担

金
、
平
成
23
年
度
新
規
事
業
の
火
葬
場

使
用
料
助
成
事
業
、
介
護
保
険
計
画
策

定
費
、
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
、
改

良
住
宅
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
事

業
費
等
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
退

職
手
当
組
合
負
担
金
、
公
有
財
産
管
理

台
帳
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
費
、
土
地
改
良

事
業
費
並
び
に
繰
越
事
業
で
あ
る
安
堵

町
立
安
堵
小
学
校
便
所
及
び
給
食
室
等

改
修
工
事
な
ど
が
完
了
し
た
た
め
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
に
つ
き
、
慎
重
な
る
審
査
を

行
い
当
特
別
委
員
会
と
し
て
原
案
通

り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
可
決
】

•
歳
入
総
額33

億
２
，６
３
６
万
３
３
８
円

•
歳
出
総
額

27
億
４
，９
８
５
万
７
，２
１
３
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額

５
億
７
，６
５
０
万
３
，１
２
５
円

•
う
ち　

繰
越
明
許
費
繰
越
額

２
，３
９
８
万
４
千
円

•
実
質
収
支
額

５
億
５
，２
５
１
万
９
，１
２
５
円

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

島
田
正
芳　
委
員
長

　

９
月
４
日
の
本
会
議
で
付
託
を
受
け

ま
し
た
平
成
23
年
度
特
別
会
計
等
決
算

を
審
査
す
る
た
め
、
９
月
10
日
に
委
員

会
を
開
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
総
額

は
８
億
５
，７
５
４
万
６
，７
６
８
円
、

歳
出
総
額
は
８
億
９
，８
８
６
万
７
，

０
５
０
円
で
、
実
質
収
支
額
４
，

3

議 会● ●

そ
の
他　

委

員

長

報

告

平
成
23
年
度
決
算

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

委

員

長

報

告

平
成
23
年
度
決
算

特
別
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会



１
３
２
万
２
８
２
円
の
赤
字
で
す

が
、
平
成
22
年
度
実
質
収
支
額
が
６
，

８
７
６
万
１
，１
７
３
円
の
赤
字
で
あ

り
、
そ
れ
を
差
し
引
く
と
、
単
年
度
に

お
い
て
２
，７
４
４
万
８
９
１
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
国
保
税
は
、
現
年
度

分
徴
収
率
88
．39
％
、滞
納
分
11
．49
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
て
わ
ず
か
に
増
収
し
ま

し
た
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
歳
入
総
額
は
１
８
９
万
７
９
６
円
、

歳
出
総
額
は
２
，３
３
０
万
６
，８
０
１

円
、実
質
収
支
額
２
，１
４
１
万
６
，

０
０
５
円
の
赤
字
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
平
成
24
年
度
予
算
に
お
い
て
繰
上
充

用
金
を
も
っ
て
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
総

額
、
歳
出
総
額
と
も
に
２
億
５
，

０
８
０
万
８
，２
８
０
円
で
、
実
質
収
支

額
は
０
円
で
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘

定
）
歳
入
総
額
５
億
６
，８
７
４
万
９
，

０
６
３
円
，
歳
出
総
額
５
億
５
，

８
１
５
万
１
，３
６
９
円
で
、
実
質
収
支

額
は
１
，０
５
９
万
７
，６
９
４
円
の
黒

字
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
歳
入
に

町
債
と
し
て
財
政
安
定
化
基
金
貸
付
金

１
，２
７
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め

で
す
。

　

同
特
別
会
計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
）
歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も
に

５
８
１
万
８
２
０
円
で
、
実
質
収
支
額

は
０
円
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
へ
包
括
支
援
事
業
を
委
託
し
て

お
り
、
23
年
度
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
総

額
６
，７
４
７
万
２
，５
３
６
円
、
歳
出

総
額
６
，７
２
５
万
７
，８
３
６
円
で
、

実
質
収
支
額
は
21
万
４
，７
０
０
円
の
黒

字
で
あ
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
に
つ
い
て
、
事
業
収
益
１
億
５
，

９
８
２
万
６
，１
３
９
円
、
事
業
費

用
１
億
５
，３
７
７
万
６
，
８
０
４
円

で
、
収
支
差
引
６
０
４
万
９
，３
３
５

円
の
黒
字
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

６
０
０
万
円
を
減
債
積
立
金
に
積
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
６
特
別
会
計
、
１
事
業
会
計

に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
当
特
別

会
計
と
し
て
原
案
通
り
認
定
、
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
は
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

　

つ
い
て　
　
　
　
【
満
場
一
致　
認
定
】

•
歳
入
総
額

８
億
５
，７
５
４
万
６
，７
６
８
円

•
歳
出
総
額

　

８
億
９
，８
８
６
万
７
，０
５
０
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額　

△
４
，１
３
２
万
２
８
２
円

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　

認
定
】

•
歳
入
総
額　
　
　

１
８
９
万
７
９
６
円

•
歳
出
総
額２

，３
３
０
万
６
，８
０
１
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額

△
２
，１
４
１
万
６
，０
０
５
円

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

　

い
て　
　
　
　
　
【
満
場
一
致　
認
定
】

•
歳
入
総
額

２
億
５
，０
８
０
万
８
，２
８
０
円

•
歳
出
総
額

　

２
億
５
，０
８
０
万
８
，２
８
０
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額　
　
　
　
　
　

０
円

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
認
定
】

•
歳
入
総
額

５
億
６
，８
７
４
万
９
，０
６
３
円

•
歳
出
総
額

　

５
億
５
，８
１
５
万
１
，３
６
９
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額　

１
，０
５
９
万
７
，６
９
４
円

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
認
定
】

•
歳
入
総
額　
　
　

５
８
１
万
８
２
０
円

•
歳
出
総
額　
　
　

５
８
１
万
８
２
０
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額　
　
　
　
　
　

０
円

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

に
つ
い
て　
　
　
【
満
場
一
致　
認
定
】

•
歳
入
総
額６

，７
４
７
万
２
，５
３
６
円

•
歳
出
総
額６

，７
２
５
万
７
，８
３
６
円

•
歳
入
歳
出
差
引
額

　

21
万
４
，７
０
０
円

໐
平
成
23
年
度
安
堵
町
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に

つ
い
て【

満
場
一
致　
可
決
及
び
認
定
】

《
収
益
的
収
入
及
び
支
出
》

•
水
道
事
業
収
益

１
億
５
，９
８
２
万
６
，１
３
９
円

•
水
道
事
業
費
用

１
億
５
，３
７
７
万
６
，８
０
４
円

《
資
本
的
収
入
及
び
支
出
》

•
資
本
的
収
入　

５
５
８
万
９
，８
３
５
円

•
資
本
的
支
出　３

，２
１
７
万
３
，６
３
１
円

議 会● ●
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໐
安
堵
町
防
災
行
政
無
線
の
設
置
に
関

　

す
る
要
望
書　
　
【
満
場
一
致　
採
択
】

　

山
岡
議
員
の
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
の
一
般
質
問
を
受
け
、
議
長
よ

り
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

（
８
月
９
日
開
催
）の
結
論
を
重
視
し
、

再
度
全
議
員
に
よ
る
協
議
が
必
要
と

判
断
し
、
全
員
協
議
会
に
切
り
替
え

協
議
し
た
結
果
、
住
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
観
点
か
ら
安
堵
町
議
会
と

し
て
防
災
行
政
無
線
を
早
期
に
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
全
議
員

の
発
議
を
も
っ
て
町
長
へ
次
の
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

先
進
地
視
察
を
去
る
平
成
24
年
４
月

26
日
曽
爾
村
へ
、
７
月
17
日
に
川
西
町

へ
視
察
研
修
を
行
い
、
８
月
９
日
に
は

総
務
産
業
建
設
委
員
会
に
て
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
29
日

に
は
、
国
の
中
央
防
災
会
議
の
作
業
部

会
と
内
閣
府
の
検
討
会
で
の
発
表
に
よ

る
と
、
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
で

は
、
震
度
７
の
激
し
い
揺
れ
で
死
者
数

が
最
大
で
32
万
３
千
人
と
被
害
想
定
さ

れ
、
地
震
が
あ
っ
た
場
合
、
的
確
な
早

期
避
難
が
大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

員
協
議
会
に
て
本
町
に
防
災
行
政
無
線

を
早
期
に
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
設
置
に
伴
う
調
査
を
実
施

し
、
早
急
に
新
設
す
べ
き
も
の
と
こ
こ

に
要
望
い
た
し
ま
す
。

安
堵
町
議
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
順
不
同
）

福
井
保
夫　
議
員

問　
近
隣
の
自
治
体
の
人
口
が
、
こ
の

10
年
で
減
少
し
て
お
り
、
当
町
に
お

い
て
は
９
４
０
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
、
御
所
市
は
近
隣
の
市

と
比
べ
て
０
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人

口
比
率
が
10
ポ
イ
ン
ト
低
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
年
代
の
人
口
比
率
を
上
げ

る
た
め
家
賃
補
助
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
町
に
お
い
て
も
若
い
世
代

の
定
住
化
対
策
等
を
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
総
合
政
策
課
長　

当
町
の
０
歳
か

ら
39
歳
人
口
は
平
成
17
年
と
平
成
22

年
の
国
勢
調
査
を
比
較
す
る
と
、

12
．96
％
、
４
６
４
人
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
国
的
な
も
の
で
あ
り

ま
し
た
が
、
町
と
し
て
平
成
11
年
度

に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
の

歯
止
め
と
な
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
　

現
在
は
、
「
活
気
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
考
え
、
住
み
や
す
い

環
境
を
整
え
る
た
め
、
廃
止
路
線
バ

ス
ル
ー
ト
を
復
活
さ
せ
、
町
外
か
ら

の
来
訪
者
の
移
動
手
段
の
確
保
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
に

西
名
阪
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
全
面
開
通
を
契
機
に
産
業
活
動

を
活
発
化
さ
せ
、
交
流
人
口
を
増
や

し
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　そ

の
他
の
質
問

『
中
央
公
園
多
目
的
広
場
の
開
放
に
つ

い
て
』

『
旧
役
場
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
』

『
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い

て
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

松
田
和
代　
議
員

問　
６
月
議
会
で
節
電
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
各
施
設

の
節
電
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
総
務
課
長　

６
月
中
の
各
施
設
の

使
用
電
力
は
、
役
場
庁
舎
で
前
年
同

月
比
36
．７
％
減
、
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
22
．７
％
減
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
31
．０
％
減
で
あ
り
ま
す
。

　
　

７
月
中
に
つ
い
て
は
、
役
場
庁
舎

で
前
年
同
月
比
26
．７
％
減
、
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
47
．９
％
減
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
36
．２
％
減
で
あ
り

ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
他
の
公
共
施
設
（
上
下
水

道
庁
舎
、
ひ
び
き
、
中
央
公
園
体
育

館
、
美
化
セ
ン
タ
ー
、
資
料
館
等
）

の
６
月
中
の
前
年
同
月
比
、
平
均

14
．５
％
減
、
７
月
中
平
均
18
．４
％

と
な
り
、
こ
れ
ら
は
、
施
設
ご
と
に

行
っ
た
昼
休
憩
時
の
消
灯
、
こ
ま
め

な
消
灯
、
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度
を
28

度
設
定
と
と
も
に
稼
働
時
間
を
午
前

８
時
20
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し

た
こ
と
等
に
よ
り
、
目
標
で
あ
り
ま

5
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し
た
対
前
年
度
比
15
％
削
減
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

今
後
と
も
地
球
環
境
の
一
環
と
し
て

安
全
面
や
業
務
に
支
障
の
な
い
よ
う
努

め
な
が
ら
、
職
員
一
体
と
な
っ
て
節
電

を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
岡　

敏　
議
員

問　
近
隣
の
町
で
は
有
線
・
無
線
放
送

を
有
し
、
有
事
の
際
又
は
町
内
の
行

事
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
町

で
有
線
・
無
線
放
送
設
備
を
設
置
さ

れ
る
予
定
は
あ
る
の
か
、
ま
た
今
後

の
計
画
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
総
務
課
長　

有
線
放
送
は
、
大
地

震
等
が
発
生
し
た
場
合
、
架
線
が
切

断
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

無
線
放
送
の
連
絡
手
段
は
ス
ピ
ー

カ
ー
周
知
、
個
別
受
信
機
に
よ
る
周

知
が
挙
げ
ら
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設

置
は
、
高
さ
15
ｍ
の
タ
ワ
ー
設
置
が

必
要
で
設
置
の
問
題
、
風
向
き
に
よ

り
「
聞
こ
え
な
い
」
、
「
や
か
ま
し

い
」
な
ど
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　
　

個
別
受
信
機
は
、
全
世
帯
に
貸
与

す
る
こ
と
で
経
費
が
高
額
に
な
り
、

「
屋
外
に
い
る
と
わ
か
ら
な
い
」
、

「
電
源
を
切
っ
て
い
た
」
な
ど
、
一

長
一
短
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
防
災
行
政
無
線

は
、
災
害
時
に
お
い
て
、
緊
急
放

送
、
避
難
誘
導
放
送
、
救
援
・
救

助
、
復
興
活
動
の
た
め
の
連
絡
が
で

き
、
ま
た
、
平
常
時
に
は
、
各
種
行

事
の
お
知
ら
せ
、
諸
連
絡
な
ど
を
住

民
へ
情
報
を
提
供
で
き
る
設
備
と
し

て
大
変
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
高
額
な
整
備
経
費
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
　

当
町
と
し
て
は
、
当
面
の
間
、
携

帯
電
話
等
を
活
用
し
た
緊
急
速
報
エ

リ
ア
メ
ー
ル
の
導
入
と
、
広
報
車
に

よ
る
周
知
、
各
自
治
体
役
員
へ
緊
急

連
絡
を
的
確
に
行
い
、
各
地
域
に
お

け
る
防
災
対
策
と
し
て
は
、
大
火
災

や
大
地
震
な
ど
発
生
し
た
場
合
、
行

政
が
機
能
で
き
る
ま
で
は
、
地
域
住

民
の
方
々
に
よ
る
活
動
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
同
士
の

連
携
が
と
れ
る
よ
う
自
主
防
災
組
織

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

『
岡
崎
川
の
対
策
に
つ
い
て
』

『
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

田
中
幹
男　
議
員

問　
奈
良
県
下
で
奈
良
市
と
生
駒
市
を

除
い
た
37
市
町
村
が
参
加
す
る
『
奈

良
県
消
防
広
域
化
協
議
会
』
が
平
成

22
年
に
発
足
し
、
現
在
11
消
防
本
部

を
一
つ
に
統
合
す
る
消
防
広
域
化
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
こ
で
お
聞
き
し
ま
す
。
消
防
力

整
備
指
針
か
ら
見
た
現
在
の
西
和
消

防
署
の
充
足
率
の
状
況
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、
西
和
消
防
署
の
定
数
は

１
７
９
名
の
と
こ
ろ
１
６
５
名
で
あ

り
、
足
り
な
い
人
数
を
充
足
す
る
こ

と
が
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
次
に
、
広
域
化
に
伴
う
経

費
負
担
に
つ
い
て
、
現
在
、
西
和
消

防
組
合
に
１
億
円
の
負
担
金
が
支
出

さ
れ
お
り
、
こ
の
負
担
が
増
え
る
の

か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
総
務
課
長　

西
和
消
防
本
部
の
充

足
率
の
状
況
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車

や
救
急
車
な
ど
の
消
防
設
備
の
充

足
率
は
１
０
０
％
、
職
員
の
充
足
率

は
79
％
で
す
。
職
員
の
充
足
率
の
補

充
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
会
議
ま
た

課
長
会
議
な
ど
で
住
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
条
例
定
数

で
あ
る
こ
と
を
再
三
申
し
述
べ
て
お

り
、
昨
年
度
は
５
人
増
員
、
今
後
は

定
期
的
に
補
充
を
行
う
と
い
う
こ
と

を
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

　
　

西
和
消
防
署
の
経
費
に
つ
い
て
、

消
防
広
域
化
は
、
本
部
事
業
の
集
約

に
よ
る
人
員
の
再
配
置
、
現
在
の
各

消
防
署
の
消
防
力
の
維
持
を
基
本
に

費
用
削
減
を
図
る
た
め
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
経
費
負
担
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
広
域
化
協
議
会
よ
り
示
さ
れ
て

お
り
、
平
成
33
年
度
の
経
常
経
費
の

負
担
は
、
約
５
千
万
円
の
負
担
減
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

淺
野　

勉　
議
員

問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
、
奈
良
県
の
参
加
校
の
平
均

正
答
率
は
、
全
国
総
合
順
位
小
学
校

議 会● ●
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『
奈
良
県
の
消
防
広
域
化
計
画

に
つ
い
て
』

『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

活
用
に
つ
い
て
』

『
防
災
無
線
に
つ
い
て
』



は
11
位
、
中
学
校
は
16
位
と
発
表
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
学
習
状
況
調
査
で

は
、
勉
強
を
好
き
と
思
う
児
童
生
徒

は
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
今
回
か
ら
理
科
が
テ
ス
ト
科
目

に
加
え
ら
れ
、
そ
の
正
答
率
は
、
小

学
校
で
全
国
総
合
順
位
で
奈
良
県
は

17
位
、
中
学
校
で
24
位
で
し
た
。
当

県
の
理
科
に
つ
い
て
は
、
分
析
、
解

釈
の
力
が
十
分
で
な
い
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
　

町
教
育
委
員
会
と
し
て
確
か
な
学

力
を
更
に
定
着
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
考
え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
、
ま

た
、
児
童
生
徒
の
理
科
離
れ
の
傾
向

に
つ
い
て
創
意
工
夫
さ
れ
る
方
策
等

を
伺
い
ま
す
。

答　
教
育
長　

学
力
の
定
着
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
学
力
状
況
調
査
の

結
果
や
学
習
状
況
か
ら
小
学
校
で

は
、
特
に
す
べ
て
の
教
科
に
お
け
る

思
考
、
判
断
力
の
基
礎
と
な
る
言
語

能
力
の
定
着
を
課
題
と
考
え
、
計
画

的
に
研
修
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
安
小
タ
イ
ム
を
設
け
、
基
礎
、

基
本
の
学
力
の
定
着
を
図
る
取
組
を

し
て
い
ま
す
。

　
　

中
学
校
で
は
生
徒
の
将
来
を
見
据

え
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
、

基
礎
学
の
時
間
や
放
課
後
、
夏
休
み

の
学
力
補
充
に
も
力
を
入
れ
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　

平
成
24
年
度
の
当
調
査
に
安
堵
町

は
奈
良
県
の
抽
出
校
と
し
て
小
中
学

校
と
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
分

析
が
で
き
次
第
こ
れ
ま
で
の
取
組
の

成
果
を
検
証
す
る
と
共
に
、
今
後
の

方
策
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
理
科
は
、
将
来
に
役
立
つ
科
学

的
な
思
考
力
・
分
析
力
を
培
う
大
切

な
科
目
で
あ
る
と
考
え
、
教
師
の
実

践
的
な
授
業
の
技
術
力
の
育
成
は
欠

か
せ
な
い
た
め
、
学
校
現
場
で
活
躍

す
る
先
生
方
を
講
師
と
し
て
招
き
、

実
践
的
な
内
容
の
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
　

今
後
も
学
力
調
査
の
結
果
を
生
か

し
、
教
師
の
指
導
向
上
に
つ
な
が
る

研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
本
年
度
に
理
科
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
校
サ
ポ
ー
ト

体
制
も
活
か
し
な
が
ら
、
理
科
好
き

な
子
供
を
増
や
す
た
め
の
環
境
作
り

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

『
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
調
査
の
報

告
に
つ
い
て
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

島
田
正
芳　
議
員

問　
西
名
阪
側
道
２
号
線
の
㈱
オ
ー
ル

ベ
ス
ト
の
西
側
道
路
の
未
改
良
部
分

か
ら
笠
目
橋
ま
で
の
道
路
改
良
計
画

に
つ
い
て
、
数
年
前
に
計
画
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
推
移
を
伺
い
ま

す
。

　
　

次
に
、
街
路
「
安
堵
王
寺
線
」

と
西
名
阪
側
道
２
号
線
交
差
点
よ

り
柿
の
里
団
地
西
南
部
入
口
付
近
ま

で
の
道
路
改
良
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
街
路
「
安
堵
王
寺
線
」
も
西

名
阪
道
に
交
差
し
た
と
こ
ろ
で
西
に

進
め
ま
せ
ん
。
こ
の
部
分
を
通
り
抜

け
で
き
る
よ
う
に
整
備
で
き
ま
せ
ん

か
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
も
部
分
開

通
し
、
将
来
を
見
据
え
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
答　
産
業
建
設
課
長　

西
名
阪
側
道
２

号
線
の
㈱
オ
ー
ル
ベ
ス
ト
よ
り
笠
目

橋
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
道

路
法
面
を
利
用
し
拡
幅
す
る
計
画
で

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
阪
ガ
ス

㈱
や
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
と
の
協
議
の

結
果
、
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。
拡
幅

と
な
る
と
大
規
模
な
用
地
買
収
が
生

じ
る
た
め
、
現
状
で
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
現
在
、
現
道
の
幅
員
で
補
修

を
行
う
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
安
堵
王
寺
線
と
西
名
阪
側

道
２
号
線
と
の
交
差
点
部
よ
り
柿
の

里
団
地
西
南
部
の
箇
所
は
、
以
前
か

ら
東
側
住
宅
地
へ
の
大
型
車
の
流
入

を
抑
制
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
道
路
拡
幅
に
係
る
水

路
移
設
や
用
地
買
収
な
ど
懸
案
事
項

が
多
く
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

安
堵
王
寺
線
の
西
方
向
へ
の
延
伸
が

第
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
４
回
安
堵
町
議
会
定
例
会

　

初
日　

12
月
６
日
（
木
）
【
予
定
】

　
　
　
　

午
前
10
時

　

場
所
：
役
場
４
階　

議
場

※
会
期
は
、
概
ね
10
日
間
程
度
で
す
。

※
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局

　

☎
５
７
‐
１
５
１
１
（
内
線
５
２
２
）
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議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

『
西
名
阪
北
側
側
道
線
の

道
路
改
良
の
計
画
に
つ
い
て
』



決算報告平成２３年度

　一般会計は、歳入決算総額３３億２，６３６万円、歳出決算総額２７億４，９８６
万円で、前年度に比べ歳入が３．６％増、歳出は０．４％減で５億５，２５２万円の
黒字となりました。歳出においては普通建設事業費や繰出金が増加したものの、
人件費や公債費などが減少しました。歳入においては町税や町債が減少したもの
の、繰越金が大幅に増加しました。また、歳入歳出それぞれの内訳は左のグラフ
のようになっています。歳入については科目別に表わし、歳出については性質別
に表わしています。
　各特別会計の歳入決算総額及び歳出決算総額はそれぞれ下の表のとおりとなり
ました。また、決算額の前年度対比は、国民健康保険特別会計が歳入で１０．０％増、
歳出で５．９％増、住宅新築資金等貸付事業特別会計が歳入で３８．４％減、歳出
で１．５％増、下水道事業特別会計が歳入歳出ともに２１．１％減、介護保険特別
会計が歳入で１４．６％増、歳出で１０．０％増、後期高齢者医療特別会計が歳入
で１．８％増、歳出で１．７％増となりました。

地方自治法第２３３条第６項の規定により、平成２３年度決算の概要を
住民のみなさまに公表します。

安堵町長 西本 安博

会計別決算状況

翌年度へ繰越

繰上充用金で補填

繰上充用金で補填

翌年度へ繰越

翌年度へ繰越
0,

３３億２,６３６万円

８億５,７５５万円

１８９万円

２億５,０８１万円

５億７,４５６万円

６,７４７万円

５０億７,８６４万円

２７億４,９８６万円

８億９,８８７万円

２,３３１万円

２億５,０８１万円

５億６,３９６万円

　　　６,７２６万円

４５億５,４０７万円

５億７,６５０万円

△４,１３２万円

　△２,１４２万円

　０万円

１,０６０万円

２１万円

５億２,４５７万円合 計

後期高齢者
医 療

介 護 保 険

下水道事業

住宅新築資金
等貸付事業

国民健康保険

一 般 会 計

会　計　名 歳入決算総額 歳出決算総額 差　引　額 備　　考

お知らせ● ●
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　平成23年度水道事業会計決算が、９月定例議
会で認定されました。
　収益的収支については、収入159,826,139円
に対し、支出153,776,804円となり、収支差引
すると6,049,335円の黒字となりました。
　資本的収支については、収入5,869,235円
（税込）に対し、支出33,019,131円（税込）
となりました。収入額が支出額に不足する額
27,149,896円は、過年度分損益勘定留保資金
及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調
整額で補填しました。
　今後も経営の合理化に努め、財政の健全化に一
層努力してまいります。

平
成
23
年
度　

安
堵
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
概
要

業務量

●年間給水量
　（うち県水受水量

●１日平均給水量
●１人１日平均給水量

ｍ3

ｍ3）

ｍ3　

ℓ　

751,905

330,000

2,054

301

給水人口
6,830人

決算収支状況 

支 出 収 入 

153,776,804円 159,826,139円 

受水費（30.0％）

減価償却費（26.0％） 

人件費（15.0％） 水道料金収入 
（94.9％） 

支払利息（4.4％） 

動力費（6.4％） 

修繕費（4.4％） 営業外収入（0.9％） 

その他の営業費用（13.8％） 

当年度純利益 6,049,335円

その他の営業収入（4.2％） 

一般会計歳入  33億2,636万円の内訳 一般会計歳出  27億4,986万円の内訳

●地方交付税…所得税などの国税の中から町の
財政状況に応じて国から交付されたお金
●町税…みなさんが町に納められた税金
●町債…多くの経費がかかる公共事業などの財
源として国などから借り入れたお金
●繰越金…前年度の決算から繰り越したお金
●国（県）支出金…公共事業など特定の目的に
使用するために国や県から交付されたお金
●繰入金…財政需要に対応するために財政調整
基金等を取り崩して、繰り入れたお金

●公債費…事業を行うために借り入れた町債の返
済に使ったお金

●人件費…職員に支給される給与のほか、共済費
（民間の社会保険料に相当するもの）や退職手
当組合負担金等の経費

●物件費…物品購入や業務委託などの経費
●普通建設事業費…道路や公園その他の公共施設
の建設などに使ったお金

●繰出金…特別会計の人件費や事務費など一般会
計で負担すべき経費を特別会計に支払ったお金

●補助費等…主に三室園や西和消防署などの運営
経費を負担したお金

用語の説明 用語の説明 用語の説明 用語の説明 

県支出金
1億4,840万円 

繰越金
4億4,881万円

地方交付税
13億5,671万円

町税
７億4,528万円

繰入金　613万円

国庫支出金
1億9,163万円

その他
2億3,360万円

公債費
５億1,341万円

人件費
７億2,819万円

その他　5,036万円

物件費
５億2,352万円

繰出金
３億2,740万円

普通建設事業費
１億6,214万円

補助費等
１億9,189万円

扶助費
２億5,295万円

町債
１億9,580万円

繰越金
4億4,881万円

地方交付税
13億5,671万円

町税
７億4,528万円

国庫支出金
1億9,163万円

その他
2億3,360万円

公債費
５億1,341万円

人件費
７億2,819万円

物件費
５億2,352万円

繰出金
３億2,740万円

普通建設事業費
１億6,214万円

補助費等
１億9,189万円

扶助費
２億5,295万円
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内
　

容
記
念
式
典
／
農
産
物
品
評
会
表
彰
他

／
農
産
物
品
評
会
・
展
示
即
売
／
農

産
物
即
売
会
（
ほ
っ
と
安
堵
朝
市
特

別
出
店
）

奈
良
交
通
お
笑
い
演
芸
同
好
会
・
桂

三
馬
枝
（
創
作
落
語
）
・
ア
マ
デ
ウ

ス
大
西
（
お
笑
い
ト
ー
ク
と
ピ
ア
ノ

演
奏
）
米
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
／
も

ち
つ
き
大
会
他
／
各
種
模
擬
店
・
バ

ザ
ー
／
な
も
で
踊
り
／
こ
ど
も
コ
ー

ナ
ー
／
そ
の
他

　

11
月
18
日
は
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
の
た
め
朝
市
は
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
25
日
か
ら
は
通
常
ど
お

り
毎
週
日
曜
日
、
朝
９
時
よ
り
開
催
し

ま
す
。

＊
当
日
、
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
徒
歩
・
自
転
車
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
で
の
ご
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
と
　

き
　

11
月
18
日
（
日
）

■
と
こ
ろ
　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

アマデウス大西
（お笑いトークとピアノ演奏）

第
　

回　

安
堵
町
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

21産
業
（
農
業
・
商
工
）
を
通
じ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を

ほ
っ
と
安
堵
朝
市
か
ら
の

お
知
ら
せ

10
：
30

11
：
30

12
：
30

13
：
00

14
：
10

14
：
45

15
：
40

15
：
50

７
：
30

９
：
30

農
産
物
品
評
会
出
品
受
付

（
９
： 

00
ま
で
）

農
産
物
品
評
審
査

野
菜
・
商
工
品
等
の
即
売
開
始

（
売
切
れ
次
第
終
了
）

15
：
00

模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
販
売
開
始

（
売
切
れ
次
第
終
了
）

受
　

付

開
　

場

記
念
式
典

奈
良
交
通
お
笑
い
演
芸
同
好
会

桂
三
馬
枝
（
創
作
落
語
）

閉
演
の
案
内

終
　

了

ア
マ
デ
ウ
ス
大
西
（
お
笑
い

ト
ー
ク
と
ピ
ア
ノ
演
奏
）

★
進
行
表

桂三馬枝
（創作落語）

【顧問】爪田家れいん（事務者）
元関西大学落語大学12代
目学長。初代同好会会長。
落語、おしゃべりマジッ
ク、のこぎり演奏、南京玉
すだれを特技とする。現在
は一線は退き充電中。

【２代目会長】伴美家羽寝（ばんびやはねる）（事務者）
元神戸大学落語研究会所
属。古典落語、新作落語、
お囃子（三味線）などに精
通。 また、ラジオパーソナ
リティなど、同好会以外で
の活動もユニーク。

ユンケル上條（事務者）
元奈良交通北大和営業所
長。そのパワフルな人生
を振り返りつつ、出前寄
席の司会役を務めながら、 
交通安全や笑いの大切さ
を説く伝道師。

ピストン小林（バス運転者）
榎木恒治とともに、永ら
くお笑いユニーク車掌を
務める。 ユーモアたっぷ
りの口調で、同好会の
ムードメーカー役。

フォーカス桐きり（バス運転者）
永らく記録担当の専属カ
メラマンだったが撮って
るだけでは飽き足らず、
満を持して登壇。

正義の運転手ナコーマンとならずきんちゃん
（お子様向け）
ならずきんちゃんがピン
チになるとナコーマンが
助けに駆け付けます。

め
ん
ば
ー

第21回 安堵町産業フェスティバル第21回 安堵町産業フェスティバル

毎週日曜 朝９時より

安堵中学校南側

■主催：ほっと安堵朝市実行委員会
■お問い合わせ：産業建設課　☎57－1511 

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

相
談
日
　

11
月
12
日（
月
）

時 

間
　

午
後
１
時
〜
３
時

場 

所
　

役
場
３
階
会
議
室

※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月　

人
権
、行
政
相
談
日

お知らせ● ●
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平
成
24
年
10
月
１
日
付
け
で
、
法
務

大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

冨
井　

忠
雄 

氏 

（
笠
目
）

　

平
成
24
年
９
月
４
日
付
け
で
、
安
堵
町

公
平
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

山
﨑　

文
生 

氏 

（
岡
崎
）

　

平
成
24
年
10
月
１
日
付
け
で
安
堵
町

教
育
委
員
会
委
員
長
に
植
田
茂
治
氏
が
、

委
員
長
職
務
代
理
に
岩
井
三
惠
子
氏
が
、

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
異
動
後
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長

　
　

植
田　

茂
治 

氏
（
東
安
堵
）

委
員
長
職
務
代
理

　
　

岩
井
三
惠
子 

氏
（
西
安
堵
）

委　

員

　
　

吉
田
栄
治
郎 

氏
（
笠
目
）

委　

員

　
　

谷
野
美
保
子 

氏
（
岡
崎
）

教
育
長

　
　

楮
山　

素
伸 

氏
（
奈
良
市
）

　

平
成
25
年
成
人
式
で
「
新
成
人
代
表

の
言
葉
」
を
発
表
す
る
新
成
人
を
募
集

し
ま
す
。

成
人
式
の
日
程

　

平
成
25
年
１
月
14
日
（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
30
分
〜

成
人
式
の
会
場

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

対
象平

成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
本
町
に
住
民
登

録
し
て
い
る
方
ま
た
は
、
本
町
出
身

の
方

内
容新

成
人
を
代
表
し
て
、
自
分
の
夢
や

目
標
・
希
望
を
式
辞
用
紙
（
折
り
た

た
み
式
巻
紙
）
に
ま
と
め
、
成
人
式

で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

募
集
人
数　

１
名

※
募
集
人
数
を
越
え
た
場
合
は
、
抽
選

と
し
ま
す
。

申
込
方
法　

11
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
、
教
育
委

員
会
事
務
局
（
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）
の
窓
口
に
お

越
し
い
た
だ
く
か
、
葉
書
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
「
成
人
式
代
表
の
言
葉
」

希
望
と
ご
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　
（
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７
‐
２
２
８
１

　

FAX
５
７
‐
５
６
４
４

　

来
年
の
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ま
の
健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
保
護
者
又
は
責
任
の
あ

る
方
が
付
き
添
い
の
上
、
健
康
診
断
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
健
康
診
断
の
ご
案

内
は
、
10
月
中
旬
に
該
当
の
保
護
者
宛

に
発
送
し
て
お
り
ま
す
が
、
万
一
、

案
内
が
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
誤
記

又
は
新
し
く
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合

は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
７
‐

２
０
３
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ま

実
施
日
時　

11
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

実
施
場
所　

安
堵
小
学
校

※
就
学
時
健
康
診
断
の
当
日
、
保
護
者

向
け
の
子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

「
地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
生
駒
郡
の
保
護
者
を
中

心
に
、
左
記
の
内
容
で
懇
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
障
が
い
児
の
現
在
、
そ
し
て

卒
業
後
の
豊
か
な
生
活
に
つ
い
て
、
保

護
者
、
各
関
係
機
関
の
方
々
と
共
に
考

え
、
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
地
域
の
特
別
支
援
学
級
に

通
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

日
時　

11
月
29
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
よ
り
正
午
ま
で

会
場　

斑
鳩
町
立
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
　
　

研
修
室
１
・
２

講
演　
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

〜
三
郷
町
社
協
の
取
組
み
〜

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
西
和
養
護
学
校

　
（
進
路
指
導
部　

岡
島
、
江
口
）

　

☎
０
７
４
５
‐
７
３
‐
２
１
１
１

11

安
堵
町
人
権
擁
護
委
員
紹
介

安
堵
町
公
平
委
員
会
委
員
紹
介

安
堵
町
教
育
委
員
会
委
員
紹
介

平
成
25
年　
安
堵
町
成
人
式

「
新
成
人
代
表
の
言
葉
」

発
表
者
の
募
集
に
つ
い
て

新
小
学
一
年
生
の
就
学
時

健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

生
駒
郡
地
域
別
懇
談
会
の

開
催
の
ご
案
内

お知らせ● ●



11
月
11
日
〜
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間
で
す

◆テ
ー
マ
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

テ
ー
マ
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

テ
ー
マ
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

【
週
間
中
の
主
な
活
動
】

○「
税
を
考
え
る
週
間
」
特
集
ペ
ー
ジ
の
開
設

　

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w

.n
ta.g

o
.jp

）

○
講
演
会
、
説
明
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
座
談
会
の
開
催

○
税
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

○
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
に
対
す
る
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
の
紹
介

○
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
　

な
ど

お
問
い
合
わ
せ
　

奈
良
税
務
署
　

 

☎
０
７
４
２‐

２
６‐

１
２
０
１

【新しい納付書のイメージ】

　

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
左
記
の
と
お

り
「
市
町
村
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理

強
化
期
間
」
を
設
定
し
、
県
内
全
市
町
村

と
県
が
共
働
し
て
、
差
押
等
を
は
じ
め
と

す
る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
各
市
町
村
及
び
県
税
事
務

所
が
、
滞
納
者
と
取
引
の
あ
る
金
融
機

関
や
勤
務
先
等
に
対
し
、
法
律
に
基
づ

く
財
産
調
査
に
つ
い
て
も
集
中
的
に
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　

平
成
24
年
11
月
、
12
月

実
施
団
体　

県
及
び
県
内
全
市
町
村

各
市
町
村
の
取
組
例

①
滞
納
者
に
対
す
る
差
押
（
預
貯
金
・

給
料
等
）
の
集
中
実
施

②
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
催
告
・
文
書

催
告
・
訪
問
催
告
の
集
中
実
施

③
市
町
村
と
県
の
不
動
産
合
同
公
売
の

実
施

　

税
の
公
平
性
を
実
現
し
税
収
を
確
保

す
る
た
め
、
奈
良
県
及
び
県
内
北
和
地

区
市
町
村
が
、
不
動
産
の
合
同
公
売
を

　

町
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
伴

い
、
町
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
、
納

付
書
な
ど
の
様
式
が
、
平
成
24
年
11
月

26
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
納
付
書
で
は
、
納
税

者
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
コ
ン
ビ

ニ
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
平
成
25
年
４
月
か

ら
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
、
従
来
ど
お
り
役
場
ま
た

は
金
融
機
関
の
窓
口
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

す
で
に
、
発
行
が
済
ん
で
い
る
旧
様

式
の
納
付
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
ご
使
用
で
き
ま
す
。

町
発
行
の
証
明
書
・
納
付
書
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す

平
成
24
年
度
不
動
産

合
同
公
売
の
お
知
ら
せ

実
施
し
ま
す
。
安
堵
町
は
、
滞
納
者
か

ら
差
押
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

公
売
日　

11
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
受
付

場　

所　

奈
良
市
役
所
北
棟
６
階

　
　
　
　

第
22
会
議
室

公
売
財
産          

安
堵
町
内
の
土
地
・
建
物
、
大
和
郡

山
市
内
の
土
地
・
そ
の
他
、
他
市
町

村
の
公
売
物
件
も
あ
り
ま
す
。

物
件
の
詳
細
等
は
、
安
堵
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【http://w
w

w
.tow

n.ando.nara.jp/

】

売
却
決
定　

11
月
13
日
（
火
）

お
問
い
合
わ
せ

安
堵
町
役
場
税
務
課

☎
０
７
４
３
‐
５
７
‐
１
５
１
１

奈
良
県
税
事
務
所
地
方
税
滞
納
整
理
課

☎
０
７
４
２
‐
２
０
‐
４
５
３
７

日
時　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

奈
良
県
文
化
会
館　
国
際
ホ
ー
ル

　
　
　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６
‐
２
）

対
象
者       

奈
良
税
務
署
管
内
の
源
泉
徴
収
義
務

者
の
方
【
奈
良
市
・
天
理
市
・
生
駒

市
・
大
和
郡
山
市
・
生
駒
郡
】

お
問
い
合
わ
せ　

　

奈
良
税
務
署　

法
人
課
税
第
６
部
門

　
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

　

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
７
６
２
８

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
市
町
村

税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
強

化
期
間
」
を
設
定
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

〜
許
し
ま
せ
ん
！
滞
納
〜

12

お知らせ● ●



　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
で
お
金
を
借

り
、
返
済
に
困
っ
て
い
る
方
は
一
人
で

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
期
間
中
、

県
と
９
市
（
奈
良
市
・
大
和
高
田
市
・

大
和
郡
山
市
・
天
理
市
・
橿
原
市
・
桜

井
市
・
御
所
市
・
葛
城
市
・
宇
陀
市
）、

４
町
（
高
取
町
・
平
群
町
・
三
郷
町
・

斑
鳩
町
）
及
び
奈
良
財
務
事
務
所
に
お

い
て
、
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
の
主

催
で
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多

重
債
務
者
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

※
高
取
町
は
橿
原
市
と
合
同

期
間　

11
月
15
日
（
木
）
〜
18
日
（
日
）

場
所

① 

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

② 

橿
原
文
化
会
館

　

日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

※
①
・
②
以
外
の
開
催
地
に
つ
き
ま
し

て
は
各
市
町
に
よ
っ
て
開
催
日
時
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
各
市
町
村
担
当

課
又
は
奈
良
財
務
事
務
所
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

　

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
‐
４
２
‐
０
６
２
１

※
無
料
相
談
の
申
し
込
み
は
、
11
月
１

日
か
ら
当
日
ま
で
の
先
着
順
と
な
り

ま
す
。

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は

じ
め
と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関
わ

る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委

員
が
次
の
と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守
で

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時

　

11
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

　
（
平
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
（
土
・
日
曜
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
対
象

　

県
内
在
住
の
女
性

●
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権

擁
護
委
員

●
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
児
童
虐

待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
全
般
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が

次
の
と
お
り
、
休
日
に
お
い
て
無
料
・

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）
、

　
　
　
　
　

23
日（
金
）〜
25
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

対
象　

県
内
在
住
の
児
童
・
生
徒
及
び

そ
の
保
護
者

相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権

擁
護
委
員

●「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
、
Ｉ
Ｐ

電
話
使
用
不
可

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
４
２
‐
２
３
‐
５
４
５
７

　

西
和
消
防
署
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運

動
（
11
月
９
日
〜
15
日
）
の
行
事
の
一
環

と
し
て
「
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
宅
へ

の
防
火
訪
問
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
状
況
、

ま
た
火
の
取
り
扱
い
の
注
意
や
暖
房
機

器
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
通
し
て
、
皆
様

方
と
触
れ
合
う
な
か
で
防
火
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
訪
問
職
員
は
、「
消
防
公
務
証
」
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、

提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

西
和
消
防
署　
予
防
課

　

☎
０
７
４
５
‐
７
３
‐
１
０
０
１

　
（
内
線
２
５
２
）

日　

時　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

奈
良
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

館（
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

奈
良
）
奈
良
市
東
紀
寺
町
二

丁
目
７
番
２
号

対　

象　

境
界
問
題
・
表
示
登
記
に
関

す
る
事
で
お
困
り
の
方

相
談
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

相
談
対
応
者

　

土
地
家
屋
調
査
士
・
法
務
局
職
員

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
７
４
２
‐
２
２
‐
５
６
１
９

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
奈
良
県

多
重
債
務
者
無
料
相
談
の
ご
案
内
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高
齢
者
宅
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
の
実
施
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

休
日
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

不
動
産
表
示
登
記
・
境
界
問

題
無
料
相
談
会
の
ご
案
内



　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
を
希
望

す
る
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
北
和
会
場

日
時　

11
月
14
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

奈
良
１
０
０
年
会
館

◆
中
南
和
会
場

日
時　

11
月
21
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

奈
良
県
産
業
会
館

お
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山

　

☎
０
７
４
３
‐
５
２
‐
４
３
５
５

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
度
１

回
、
１
号
炉
及
び
２
号
炉
の
排
ガ
ス
測

定
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
毒
性
等
の
量
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

測
定
結
果
は
い
ず
れ
も
基
準
値
（
５

ｎ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

〈
測
定
結
果
数
値
〉

　

１
号
炉 

↓ 

０
．
１
５
ｎ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ

　

２
号
炉 

↓ 

１
．
４
ｎ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ

　

地
域
社
会
で
犯
罪
被
害
者
を
支
え
る

と
共
に
、
地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て

犯
罪
と
対
決
す
る
気
運
を
高
め
「
安

全
・
安
心
の
街
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
犯
罪
被
害
者
支
援
奈
良
県
民
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
40
分

　
　
　
　
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

所　

奈
良
市
な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

市
民
ホ
ー
ル

内　

容　

式
典
・
講
演
会
・
コ
ン
サ
ー

ト
等

参
加
費　

無
料

主　

催　

奈
良
県
・
奈
良
県
警
察
・
公

益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー

〈
犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
つ
い
て
〉

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
犯
罪
被
害
者
の
遺
族
又
は
重
傷
病
又
は

障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を
受
け
た
犯
罪
被

害
者
の
方
に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
給

付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的
・
経
済
的
打

撃
の
緩
和
を
図
り
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

犯
罪
被
害
者
支
援
係

　

☎
０
７
４
２
‐
２
３
‐
０
１
１
０

◆
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
街
づ
く
り

　

犯
罪
者
は
、
顔
を
見
ら
れ
た
り
、
声
を

か
け
ら
れ
た
り
す
る
の
を
嫌
い
、
犯
罪
者

の
多
く
は
事
前
に
下
見
を
行
い
ま
す
の

で
、
下
見
の
段
階
で
犯
行
を
あ
き
ら
め
さ

せ
る
こ
と
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

一
番
の
防
犯
対
策
と
な
り
ま
す
。
日
頃
、

見
か
け
な
い
人
（
不
審
者
）
に
対
し
て

「
何
か
用
事
で
す
か
」
と
か
「
ど
な
た
を

お
訪
ね
で
す
か
」
な
ど
の
積
極
的
な
声
か

け
は
勿
論
の
こ
と
、
ご
近
所
へ
の
声
か
け

を
励
行
し
、
地
域
で
犯
罪
を
防
ぐ
と
い
う

強
い
意
識
や
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

お知らせ● ●
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障
が
い
者
就
職
面
接
会

の
ご
案
内

県
下
で
「
車
上
・
部
品
ね
ら
い
」
が
多
発

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
　

☎・
　

57‐

2
6
0
3

FAX

〜
被
害
に
遭
う
前
に
防
犯
対
策
に

つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
〜

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
防
犯
活
動
！
！

〜
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

と
い
う
意
識
が
大
切
〜

・
取
り
外
し
可
能
な
カ
ー
ナ
ビ
は
必

ず
取
り
外
す
。

・
短
時
間
で
も
車
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

・
振
動
セ
ン
サ
ー
な
ど
、
盗
難
防
止

警
報
装
置
を
取
り
付
け
る
。

・
自
宅
の
駐
車
場
に
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
、
防
犯
機

器
を
設
置
す
る
。

◆
車
内
に
荷
物
を
置
か
な
い

　
　
「
空
っ
ぽ
宣
言
」
を
実
施
す
る
。

被
害
防
止
対
策

・
屋
内
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付

け
て
音
に
よ
る
撃
退
。

・
無
締
ま
り
の
箇
所
は
絶
対
に
作
ら
な

い
。（
台
所
や
風
呂
場
の
窓
等
）

・
ご
近
所
へ
の
声
か
け
を
励
行
し
、
地

域
で
犯
罪
を
防
ぐ
意
識
を
持
つ
。

防
犯
対
策

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

緊
急
の
場
合
は
1
1
0
番

奈
良
県
警
察
本
部

☎
0
7
4
2‐

23‐

0
1
1
0

西
和
警
察
署

☎
0
7
4
5‐

72‐

0
1
1
0

安
堵
駐
在
所

☎
0
7
4
3‐

57‐

2
6
0
3

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す

　

時
間
額　
６
９
９
円

（
平
成
24
年
10
月
６
日
発
効
）

　

最
低
賃
金
は
、
雇
用
形
態
や
呼
称

の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

奈
良
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
書

改
定　
奈
良
県
最
低
賃
金

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス

測
定
結
果
の
お
知
ら
せ



学びと育ちのページ学びと育ちのページ学びと育ちのページ 平成24年

11月号

　安堵中学校の吹奏楽部が、安堵保育園の子どもたちにコンサートのプレゼント。大きな子どもたちは一緒に
歌ったり手拍子をしたり、小さい子どもたちは音に合わせて体をゆらしたりと楽しい時間を過ごしました。

11月号
平成24年

大道幼稚園 ９月15日（土） 安堵中学校 ９月28日（金）

安堵保育園 ９月29日（土） 安堵小学校 ９月30日（日）・10月3日（水）

運動会・体育大会

吹奏楽部ボランティアコンサート 8月30日吹奏楽部ボランティアコンサート吹奏楽部ボランティアコンサート

　

前
日
ま
で
降
っ
て
い
た
雨

も
す
っ
か
り
あ
が
り
、
少
し

蒸
し
暑
い
一
日
の
中
、
組
み

立
て
体
操
、
バ
ル
ー
ン
を

使
っ
た
演
技
と
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
み
な
さ
ん
に

見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

力
強
い
競
技
や
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技

は
も
ち
ろ
ん
、
統
制
の
と
れ
た
行
進
や
整

列
、
美
し
い
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
る
吹
奏

楽
の
演
奏
、
そ
し
て
、
準
備
や
運
営
に
主

体
的
に
取
り
組
む
姿
の
中
に
も
生
徒
た
ち

の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
日
の
秋
晴
れ

の
よ
う
な
中
学
生
ら
し
い
さ

わ
や
か
な
体
育
大
会
で
し
た
。

　

青
組
の
リ
ズ
ム
鼓

隊
で
幕
開
け
し
た
運

動
会
。
リ
ズ
ム
も
競

技
も
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
！
勝
っ
て
も

負
け
て
も
が
ん
ば
っ

た
自
分
た
ち
に
バ
ン

ザ
イ
！
バ
ン
ザ
イ
！

バ
ン
ザ
イ
！

　

お
天
気
と
に
ら
め
っ
こ
し

な
が
ら
行
わ
れ
た
運
動
会
。

子
ど
も
た
ち
の
か
っ
こ
い
い

姿
に
観
客
か
ら
も
惜
し
ま
な

い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
仲
間
と
の
絆
を
信
じ
て

『
青
春
』
と
い
う
名
の
翼
は

ば
た
け
!!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
子
ど
も
た
ち
は
き
ら
き
ら

と
光
っ
て
い
ま
し
た
。

15



　

収
穫
し
た
渋
柿
を

竹
串
に
刺
し
て
つ
る

し
、
干
し
柿
を
作
り

ま
す
。

　

日
光
と
風
を
通
し

て
乾
燥
さ
せ
る
と
渋

が
抜
け
、
保
存
の
き
く
干
し
柿
と
な
り

ま
す
。

日
　

時
　

11
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
料
　

入
館
料
＋
１
０
０
円

※

好
評
に
つ
き
定
員
に
達
し
ま
し
た
の

で
、
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

灯
芯
の
原
料
で
あ
る
、
藺
草
の
苗
植

え
作
業
は
〝
冬
の
田
植
え
〞
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
作
業
の
見
学
・
体
験
（
希
望

者
）
が
で
き
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費
　

入
館
料

申
し
込
み
　

事
前
申
込
み（
当
日
申
込
可
）

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

体
験
ご
希
望
の
方
は
作
業
の
し
や
す

い
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

※

天
候
等
に
よ
り
日

程
が
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
電
話
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
当
町
の
伝
統
産

業
で
あ
る
灯
芯
ひ
き
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

当
日
は
熟
練
者
に
よ
る
実
演
・
指
導

を
受
け
な
が
ら
体
験
で
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
実
際
に
履
け
る
わ
ら
製
の

ぞ
う
り
を
手
作
り
す
る
体
験
会
も
開
催

し
ま
す
。
わ
ら
な
わ
を
作
る
と
こ
ろ
か

ら
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

当
体
験
会
は
毎
月
開
催
し
ま
す
の

で
、
何
度
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
伝
統
技
術
に
ふ
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

12
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費
　

入
館
料

申
し
込
み
　

そ
れ
ぞ
れ
10
名
ま
で

　
　
　
　
　

（
申
し
込
み
順
）

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

ぞ
う
り
作
り
参
加
の
方
は
、
は
さ
み
持

参
の
上
、ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

10
月
実
施
の
稲

刈
り
体
験
会
で
刈

り
取
っ
た
古
代
米

を
、
千
歯
こ
き
や

回
転
脱
穀
機
を
使

っ
て
稲
こ
き
し
、

わ
ら
と
も
み
が
ら

を
風
力
を
利
用
し
て
仕
分
け
す
る
唐
箕

を
使
う
、
昔
な
が
ら
の
調
整
作
業
を
体

験
し
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
料
　

入
館
料

申
し
込
み
　

15
名
ま
で
（
申
し
込
み
順
）

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

天
候
等
に
よ
り
日
程
が
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

当
館
の
四
畳
半
の
茶
室

で
、
茶
室
の
入
り
方
か
ら

お
茶
の
い
た
だ
き
方
ま
で

を
、
お
茶
の
歴
史
や
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
お
話
も
交
え

て
、
や
さ
し
く
学
び
ま
す
。

お
茶
を
は
じ
め
た
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

日
　

時
　

①
11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

②
11
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

③
12
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

④
12
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

⑤
12
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

講
　

師
　

裏
千
家
教
授

　
　
　
　

萩
原 

宗
栄
　

先
生

参
加
料
　

２
，５
０
０
円
（
全
５
回
分
）

申
込
み
　

初
心
者
ま
た
は
未
経
験
の
方

　
　
　
　

10
名
ま
で
（
申
し
込
み
順
）

※

当
講
習
は
茶
道
初
心
者
ま
た
は
未
経
験
で
、

全
５
回
の
講
習
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
方
が

対
象
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
館
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

「
関
西
文
化
の
日
」
に
と
も
な
い
、
11
月
17
日

（
土
）、
18
日
（
日
）
を
無
料
入
館
日
と
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

干し柿作り

古代米稲こき体験

初めての茶道講習

灯芯ひき

いぐさ植え

わらぞうり作り

灯
芯
ひ
き
・

　

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
　

体
験
会

と
う

し
ん

 

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

干
し
柿
作
り
体
験
会

FAX

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

（
大
字
東
安
堵
１
３
２
２
）

　

☎
57‐

５
０
９
０

　
　

57‐

８
８
９
５

 

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

い
ぐ
さ
植
え
見
学
会

 

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

古
代
米
の
稲
こ
き
体
験
会

は

い

ぐ
さ

と
う

み

さ ざ ん か

1 1月の花1 1月の花1 1月の花

資
料
館
無
料
入
館
日
の
お
知
ら
せ

本
格
的
な
茶
室
で
学
ぶ

初
め
て
の
茶
道
講
習　

全
５
回

お知らせ● ●
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◎
な
が
縄
と
び

　
　

１
位　

岡　
　

崎

　
　

２
位　

西　
安　
堵 

　
　

３
位　

柿　
の　
里 

　

◎
綱
引
き

　
　

１
位　

笠　
　

目

　
　

２
位　

東
安
堵
南

　
　

３
位　

東　
安　
堵

　

◎
男
女
混
合
リ
レ
ー

　
　

１
位　

柿　
の　
里

　
　

２
位　

か
し
の
木
台

　
　

３
位　

若
草
の
里

　

◎
玉
入
れ

　
　

１
位　

若
草
の
里

　
　

２
位　

岡　
　

崎

　
　

３
位　

小　
泉　
苑 

　

★
町
長
賞

小
学
生
低
学
年
の
部

　

胡
内　

彩
伽　

（
１
年
）

小
学
生
中
学
年
の
部

　

松
浦　

涼
平　

（
４
年
）

小
学
生
高
学
年
の
部

　

阪
上　

菜
月　

（
６
年
）

　

★
教
育
長
賞

小
学
生
低
学
年
の
部

　

徳
谷　

和
純　

（
２
年
）

小
学
生
中
学
年
の
部

　

佐
藤　

夢　
　

（
３
年
）

小
学
生
高
学
年
の
部

　

久
保　

美
早
妃
（
５
年
）

　

★
体
育
協
会
長
賞

小
学
生
中
学
年
の
部

　

佐
藤　

茜　
　

（
４
年
）

小
学
生
高
学
年
の
部

　

徳
谷　

和
瞳　

（
５
年
）

　

安
堵
町
体
育
協
会
は
永
年
の
町
民
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
発
展
と
努
力
が
認
め
ら

れ
去
る
10
月
５
日
文
部
科
学
省
に
て
、

田
中
大
臣
よ
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団

体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

　

安
堵
町
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。硬
式
テ
ニ
ス
は
、

生
涯
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
老
若
男
女
・

経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る
方
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
（
原
則
毎
週
日
曜
日
）

　

奇
数
月　

午
前
９
時
〜
正
午

　

偶
数
月　

正
午
〜
午
後
３
時

練
習
場
所

　

安
堵
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
人
工
芝
コ
ー
ト
）

ポ
ス
タ
ー
表
彰

大
字
対
抗
競
技
の
結
果

年
会
費

　

年
額　

３
，０
０
０
円

　
（
非
会
員
は
一
日
３
０
０
円
）

お
問
い
合
せ

　

亀
山　

☎
５
７
‐
２
９
４
９

※
右
記
に
ご
連
絡
を
頂
く
か
、
練
習
日

に
直
接
コ
ー
ト
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
日
の
テ
ニ
ス
の
ご
参
加
を
ご
希
望

の
方
は
、
別
途
検
討
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ

日
に
６
名
以
上
の
参
加
が
必
要
と
な

り
ま
す
。）

日
時

　

11
月
３
日
（
土
）・
10
日
（
土
）

　
　
　

17
日
（
土
）・
23
日
（
金
）

　
　
　

24
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
・
午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

安
堵
中
央
公
園
多
目
的
広
場

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
・
グ
ロ
ー
ブ

（
持
っ
て
い
な
い
方
は
貸
出
し
ま
す
。）

服
装

　

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

安
堵
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
長

　

堀
田　
宣
子

　

☎
５
７
‐
５
６
５
５

　

☎
０
９
０
‐
８
５
７
１
‐
６
３
１
２
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第
38
回　

町
民
体
育
祭

平
成
24
年
度

文
部
科
学
大
臣
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
堵
町
硬
式
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
堵
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

野
球
体
験
・
す
こ
や
か
教
室
の
開
催



た
授
産
品
の
販
売
・
院
内
活
動

紹
介
・
救
急
に
対
す
る
体
験
学

習
・
子
ど
も
写
真
会
（
白
衣
を

着
用
し
て
の
撮
影
）
・
看
護
学

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等

参
加
費　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

　

三
室
病
院
総
務
課
庶
務
経
理
係

　

☎
０
７
４
５
‐
３
２
‐
０
５
０
５

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、
法
定
雇

用
率
が
引
き
上
げ
に
な
り
、
民
間
企
業

で
は
現
在
の
１
．８
％
か
ら
２
．０
％
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
障
が
い
者

を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主

の
範
囲
が
、
現
在
の
従
業
員
56
人
以
上

か
ら
50
人
以
上
に
変
わ
り
、
こ
れ
ら
の

企
業
に
お
か
れ
て
は
、
毎
年
６
月
１
日

時
点
の
障
が
い
者
雇
用
状
況
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
報
告
す
る
こ
と
や
、
障
が
い

者
雇
用
推
進
者
を
選
任
す
る
義
務
が
発

生
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
郡
山

　

☎
５
２
‐
４
３
５
５

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
教

室
・
ス
リ
ー
タ
ッ
チ

教
室
・
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｅ

（
健
康
体
操
）
教

室
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
教

室
は
楽
し
く
仲
よ

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
活
動
予

定
は
安
堵
中
央
公
園
体
育
館
に
掲
示
し

て
い
ま
す
。

　

す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
７
０
‐
６
５
０
０
‐
６
３
５
６

　
（
笹
田
）
ま
で
。

日
時　

初
回　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　

毎
週
土
曜
日
８
回
実
施

場
所　

安
堵
中
央
公
園
体
育
館 

申
し
込
み
期
間

　

11
月
７
日
（
水
）
〜
９
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
７
０
‐
６
５
０
０
‐
６
３
５
６

　
（
笹
田
）
ま
で
。

　

９
月
か
ら
小
学
校
の
体
育
館
で
、
毎

週
金
曜
日
午
後
５
時
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

講
師　

中
平　
華
奈
（
月
謝
必
要
）

※
入
会
希
望
の
方
は
、
活
動
時
に
体
育

館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
す
こ
や
か
安
堵
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
入
部
希
望
の
方
は
、
各
ク

ラ
ブ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
安
堵
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　

代
表
者　

伊
藤　

則
重

　

☎
５
７
‐
５
９
４
８

●
安
堵
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

代
表
者　

松
尾　

佳
一

　

☎
０
９
０
‐
４
２
９
１
‐
７
１
０
９

●
安
堵
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

代
表
者　

岩
木　

浩
二

　

☎　

５
７
‐
２
８
６
７

●
安
堵
の
里
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

代
表
者　

栗
本　

恭
弘

　

☎
０
９
０
‐
３
４
９
２
‐
４
８
９
５

日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

安
堵
中
央
公
園
体
育
館

会
費　

会
員
無
料
・
一
般
２
０
０
円 

　

囲
碁
ボ
ー
ル
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
キ
ン

ボ
ー
ル
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
基
幹
病
院
を
目
指
す
県
立
三

室
病
院
を
地
域
の
方
々
や
県
民
の
皆
様

に
ご
理
解
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

「
三
室
病
院　
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
左
記

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

県
立
三
室
病
院

内
容　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
健
康

づ
く
り
講
座
・
健
康
相
談
・
健

康
チ
ェ
ッ
ク
・
病
院
見
学
・
手

術
体
験
・
バ
ザ
ー
・
地
域
の
障

が
い
者
支
援
施
設
で
作
ら
れ

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
募
集

小
学
生
ダ
ン
ス
教
室

お知らせ● ●
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軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率

が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

「
三
室
病
院
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
開
催
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ホームページ

ダイゴー㈱法隆寺工場
〒639-1062
生駒郡安堵町岡崎268-1番地
平成3年5月
97名（常勤者）
0743-57-5641
0743-57-5640
http://www.daigo.co.jp

事業内容 手帳製造業

【手帳づくりへのこだわり】
　基本目標を｢品質は会社の品格｣・｢納期は会社の信用｣・｢コストは会社の収益と発展の源泉｣と定め、そ
れぞれに重点活動項目を設定し、その行動指針を、ひとつは、「徹底した 5S(整理･整頓･清掃･清潔･躾 )」
の実践。二つは、「管理サークルの推進」。三つは、「報告・
連絡・相談の徹底」としてがんばっております。

【環境にやさしい会社】
　品質は工程でつくり込むを基本とした生産体制を確立し
ています。設備にカメラセンサー・重量センサー等の各種
センサーを設置し、加工と検査を一体化し検査しながら生
産し、乱丁や落丁品を市場に出さない生産体制をとってい
ます。また、全数ロット管理ができるように、手帳本文背
の部分に製造ロットをインクジェット印刷を施し管理して
います。

【大切な思い出をカタチに】
自分で撮影した写真やイラストを使用して、
世界に一つだけのジグソーパズルを制作する
事ができます。渡した瞬間に笑顔になっても
らえる究極のプレゼント。手描きならではの
温かみのある作品です。

代表取締役社長 志方　弘嗣 氏

世界に一つのオリジナルアイテムを
http://www.original-koubou.com

あなたの企業及び事業所を広報誌に掲載してみませんか？
お問い合わせ・申し込みは、安堵町商工会事務局まで　☎０７４３－５７－１５２４　ＦＡＸ０７４３－５７－１５２６

★町内の企業及び事業所のみなさんへ★

安堵町企業紹介 第８号

安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。
安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。
安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。

パズルをする度、思い出が!

2013年１月始まりの手帳も販売中！
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h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康み ん な で 健 康
　

「
子
ど
も
虐
待
防
止
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
。

な
ぜ
オ
レ
ン
ジ
色
な
の
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？
虐
待
を
受
け
、
里
親
家
庭
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
た
ち
の
明
る
い
未

来
を
示
す
色
」
と
し
て
選
ん
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
胸
の
中
に
、
オ
レ
ン
ジ

フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
明
る
さ
と
暖
か
さ
を

感
じ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
が
、

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
心
に
届
き
ま
す
よ
う
、

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
、
子
育
て
中
の
親

子
の
心
を
包
み
込
み
ま
す
よ
う
、「
子
ど
も

虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
長
時
間
泣
い
て
い
る
、
体
や

服
が
汚
れ
て
い
る
な
ど
、
「
よ
う
知
ら
ん

子
や
け
ど
、
な
ん
か
気
に
な
る…

」
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
下
記
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

育
児
不
安
、
孤
独
感…

。
子
育
て
し
て

い
る
あ
な
た
が
、
深
い
寂
し
さ
に
襲
わ
れ

た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
下
記
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

☎
５
７‐

１
５
９
１

 

安
堵
町
役
場

☎
５
７‐

１
５
１
１

　

夜
間
・
土
日
・
祝
日
は
役
場
に
電
話
し

て
い
た
だ
く
と
、
健
康
福
祉
課
へ
連
絡
が

入
り
ま
す
。

奈
良
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２‐

２
６‐

３
７
８
８

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
ら…

み
ん
な
で
つ
な
げ
よ
う
！

　
　
　
　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
！

平
日
　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
15
分

夜
間
・
土
日
・
祝
日

24
時
間
対
応

み
ん
な
で
つ
な
げ
よ
う
！

　
　
　
　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
！

親
子
で
だ
�
こ
�

　

 
 

地
域
で
だ
�
こ

親
子
で
だ
�
こ
�

　

 
 

地
域
で
だ
�
こ

親
子
で
だ
�
こ
�

　

 
 

地
域
で
だ
�
こ

子
育
て
中
の
親
子
に
、

や
さ
し
い

ま
な
ざ
し
を

お
願
い
し
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
障
害
者
虐
待
か
な
…

障
害
者
虐
待
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
…

★
こ
ん
な
と
き
は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

●
平
日
の
昼
間

　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課

　

☎
５
７
‐
１
５
９
０

●
夜
間
・
土
日
・
祝
日　

　

安
堵
町
役
場　

☎
５
７
‐
１
５
１
１

障
害
者
虐
待
奈
良
県
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
奈
良
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
７
４
２
‐
２
７
‐
８
５
１
６

　
（
専
用
回
線
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
９
月
13
日
（
木
）

　

施
設
見
学
研
修
（
堺
方
面
）

　

明
治
ヨ
ー
グ
ル
ト
館　

工
場
見
学

　

堺
伝
統
産
業
会
館　

21
名
参
加

◆
10
月
６
日
（
土
）

中
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ

炊
飯
器
で
作
る
ケ
ー
キ
と
簡
単
お
菓

子
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

◆
11
月
６
日
（
火
）
会
員
研
修

川
上
栄
養
士
に
よ
る
「
高
齢
者
の
低

栄
養
対
策
」
の
調
理
実
習
実
施

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

参
加
費　

３
０
０
円

今
回
も
町
民
の
皆
様
の
体
験
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

健
康
福
祉
課　

　

☎
５
７
‐
１
５
９
１　
　

　

FAX
５
７
‐
１
５
９
２
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障
害
者
虐
待
防
止
の
お
知
ら
せ

《
障
害
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
》

食
活
改
善
推
進
協
議
会
だ
よ
り

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

広
報
あ
ん
ど
10
月
号
の
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
「
タ
ク
シ
ー
助
成
の
対
象
地
域

と
公
共
施
設
の
地
図
」
の
一
部
に
施
設

名
称
誤
り
及
び
利
用
で
き
る
公
共
施
設

の
対
象
と
な
る
安
堵
中
央
公
園
の
位
置

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
誤
）
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
び
き

　
　
　
　
　
　

←

　
（
正
）
総
合
セ
ン
タ
ー
ひ
び
き



お と な

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

事 業 名

事 業 名 日 　時 対 象 持ちもの 内 容 等

日  時 対  象 持 ち も の 内 容 等

健康 カ レ ン ダ ー

2 歳 児 親 子
歯科健康診査

１１月２９日（木）
午後受付
※時間を区切り
指定します。

平成22年8月10日
～11月29日生まれ
の児

3 歳 児 歯 科
健 康 診 査

１１月２９日（木）
午後受付
※時間を区切り
指定します。

平成21年8月10日～
11月29日生まれの
児

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ
コップ
タオル
お茶

歯科診察・相談・フッ
素塗布
保護者で希望する方に
歯周疾患健診（200円）

歯科診察・相談・フッ
素塗布

健康相談、血圧・体組成（体脂
肪率・基礎代謝量・筋肉量・内
臓脂肪レベルなど）・腹囲測定、
尿検査、尿中塩分濃度測定（１
日の摂取塩分量がわかります。
料金２回分で１００円）、開眼片
足立ち

福祉保健センター
ロビーでの

健 康 相 談

町内在
住の方

健康ファイル
または
健康手帳

尿検査希望
の方は、朝起
きてすぐの
尿をお持ち
ください。

こ ど も

●健康相談

１１月５日（月）
午前１０時～１１時３０分受付

毎月20日の個別
健 康 相 談

１１月２０日（火）・１２月２０日（木）
いずれも２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

１２月５日（水）
午前９時～１０時３０分受付

役場ロビーでの
健 康 相 談

事 業 名 日 　時 対 象 持ちもの 内 容 等

●健康診査

歯科診察・相談など

健康手帳または健康
ファイル
歯ブラシ・コップ・
タオル・料金 200円

40歳以上
の町内在
住の方

歯 周 疾 患
健 診

１１月２９日（木）
午後３時～３時１０分受付
２日前までに要予約

☆場所は福祉保健センター （役場ロビーでの健康相談は除く）

☆ 11月は児童虐待防止推進月間です ☆

お問い合わせ：福祉保健センター内健康福祉課（TEL５７－１５９１　FAX５７－１５９２）
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女性はもちろん、
男性の参加も
お待ちしています。

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
は
、
元
気
の

素
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
分
や
家
族
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
盛
り
だ
く
さ

ん
の
講
座
で
す
。

　

修
了
後
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に

な
っ
て
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
輪

に
加
わ
り
ま
し
ょ
う
。

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用

　

参
加
費　

７
０
０
円

　

調
理
実
習
費
２
回
分　

６
０
０
円

申
し
込
み
期
日

　

11
月
12
日
（
月
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

安
堵
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　

健
康
福
祉
課

　

☎
５
７
‐
１
５
９
１　

　

FAX
５
７
‐
１
５
９
２

　
「
ら
っ
こ
く
ら
ぶ
＋
（
ぷ
ら
す
）」
は

マ
マ
だ
け
で
は
な
く
、
パ
パ
も
一
緒
に

参
加
で
き
る
子
育
て
広
場
で
す
。
第
一

回
目
は
健
康
運
動
指
導
士
、
三
輪
昌
広

先
生
に
よ
る
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
と
工

作
あ
そ
び
を
紹
介
し
ま
す
。
パ
パ
、
マ

マ
も
童
心
に
戻
っ
て
お
子
さ
ん
と
ふ
れ

あ
っ
て
、
思
い
っ
き
り
一
緒
に
遊
び
ま

せ
ん
か
？
も
ち
ろ
ん
パ
パ
だ
け
、
マ
マ

だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時　

11
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
正
午

場　
　

所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

運
動
指
導
室

対　
象　
者　

２
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

定
員
人
数　

親
子
15
組

　
　
　
　
　
（
家
族
で
参
加
も
可
能
）

受
付
期
日　

11
月
７
日
（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

安
堵
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
７
‐
１
５
９
０

　

FAX
５
７
‐
１
５
９
２

日　
　

時　

11
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
集
合

集
合
場
所　

安
堵
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

行　
　

程　

安
堵
町
内
散
策
（
５
キ
ロ

コ
ー
ス
・
10
キ
ロ
コ
ー
ス
）

対　
象　
者　

安
堵
町
在
住
の
方

参　
加　
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

　

各
大
字
老
人
ク
ラ
ブ
支
部
長

　

安
堵
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
５
７
‐
２
５
２
３

　

健
康
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

中
谷　
　

聖　
・　
杦
本　

憂
菜

　

德
山　

倖
我　
・　
岡
崎　

未
来

　

蔭
山　

琳
久　
・　
利
岡　

実
侑

　

な
お
、
９
月
19
日
（
水
）、
町
長
室
に

お
い
て
表
彰
状
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
受
賞
の
皆
様
の
ポ
ス
タ
ー

は
広
報
誌
に
順
次
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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健
康
づ
く
り
食
生
活

講
座
の
募
集

ら
っ
こ
く
ら
ぶ
＋（
ぷ
ら
す
）

〜
パ
パ
、
マ
マ
！

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！
〜

〈
安
堵
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
〉

第
15
回
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

健
康
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
者

健
康
ポ
ス
タ
ー
展
入
賞
作
品

平
成
24
年

平
成
25
年

１１月２７日（火）
午前９時３０分～正午
１２月１１日（火）
午前９時３０分～午後３時
１月１６日（水）
午前９時３０分～正午
２月２１日（木）
午前９時３０分～午後３時
３月４日（月）
午前９時３０分～正午

開講式・食中毒予防

食生活改善推進員研修会に参加

歯の健康・運動

栄養（生活習慣病予防など）

献立を立てる工夫・修了式

日　　　時 内　　　容



第26回安堵町文化祭（２日～４日まで開催）
（詳しくは10月号の折り込みチラシ参照）
◯：トーク安堵カルチャーセンター　
◯：午前９時～午後５時
ベビママサロン・絵本のひろば
（詳しくは23・24ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時45分

文化講演会（詳しくは10月号の折り込みチラシ参照）
◯：トーク安堵カルチャーセンター　
◯：午前１時30分～
干し柿作り体験会（詳しくは16ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午後１時30分～３時30分
健康相談（詳しくは21ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時30分受付
安堵町食生活改善推進協議会員研修
（詳しくは20ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前９時30分～午後１時

いぐさ植え見学会（詳しくは16ページ参照）
○：歴史民俗資料館 　○：午後１時30分～３時30分
らっこくらぶ（詳細は24ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時20分～
ねこじゃらし　おはなし会（詳しくは24ページ参照）
○：福祉保健センター内図書室　○：午後２時～
らっこくらぶ＋（ぷらす）（詳しくは22ページ参照）
○：福祉保健センター　○：午前９時30分～正午
灯芯ひき・わらぞうり作り体験会
（詳しくは16ページ参照）
○：歴史民俗資料館　○：午後１時30分～３時30分
クリーン作戦（町内の清掃）
○：町内　○：午前８時～　※雨天の場合は翌日に順延

ベビママサロン（詳しくは23ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時45分

第21回産業フェスティバル（詳しくは10ページ参照）
◯：トーク安堵カルチャーセンター
◯：午前７時30分～午後３時50分
初めての茶道講習第１回目（詳しくは16ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午前10時～正午

個別健康相談（詳しくは21ページ参照）
◯：福祉保健センター　
◯：予約制　※２日前までに要予約

新小学１年生の就学時健康診断
（詳しくは11ページ参照）
◯：安堵小学校　◯：午後２時～
古代米の稲こき体験会（詳しくは16ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午後１時30分～３時30分

初めての茶道講習第２回目（詳しくは16ページ参照）
◯：歴史民俗資料館　◯：午前10時～正午

工作クラブ（詳しくは24ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午後４時～５時
安堵町老人クラブ健康ウォーキング
（詳しくは22ページ参照）
○：町内　○：午前８時30分集合
２歳児親子歯科健康診査（詳しくは21ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午後受付
３歳児歯科健康診査（詳しくは21ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午後受付
歯周病疾患健診（詳しくは21ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午後３時～３時10分受付
ベビママサロン（詳しくは23ページ参照）
◯：福祉保健センター　◯：午前10時～11時45分
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◯：場所　◯：時間　　※行事は変更される場合がありますので、ご了承ください。所 時

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

所

時

所

所

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所

時

所

所

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

日（金）

日（土）
日（日）

日（月）
日（火）

日（水）
日（木）

日（金）

日（土）
日（日）

日（月）
日（火）
日（水）

日（木）

日（金）

１1月の主な行事予定カレンダー

時

　

自
主
サ
ー
ク
ル
・
ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン

は
、
小
さ
な
子
ど
も
と
マ
マ
達
が
楽
し

く
遊
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
交
流
の
場
で
す
。

　

第
一
金
曜
日
は
午
前
11
時
頃
か
ら
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
手
遊
び

も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前

ま
で
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。
初
め
て

の
方
も
大
歓
迎
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
２
日
（
金
）・
16
日
（
金
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30
日
（
金
） 

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分 

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

日
時　

11
月
12
日
（
水
）
よ
り
開
設

　
　
　

毎
月　

月
・
水　
（
月
５
回
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象　

満
２
歳
以
上

定
員　

10
名　

先
着
順

　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

保
育
料　

１
回　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

月　

２
，０
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

大
道
幼
稚
園　

☎
５
７
‐
３
５
５
６

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園
「
ひ
よ
こ

ク
ラ
ス
」
募
集
の
お
知
ら
せ
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お知らせ● ●
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広報「あんど」は再生紙を使用しています。

町のうごき（10月１日現在）　■人口　7,763人（前月比29人減）男3,741人　女4,022人 ■世帯数　3,335世帯（前月比８世帯減）

安堵町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

テンイチ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

1 2 3 4

「小さい子の時間」（2・3歳～）
　　午後2時～2時20分
「大きい子の時間」（5歳～）
　　午後2時30分～3時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

以前のママらっこです。
改名しました。

12月14日（金）
「クリスマス会」
参加費：１００円
サンタさんが来るよ！
午前10時20分開始
福祉保健センター３階
対象：入学までの親子

共催 ベビママサロン
絵本のひろばBe－輪

び わ

ベビママサロンで遊んだあ
とは「絵本タイム」

おたのしみ手遊び・紙芝居

絵本のひろば
ベビママサロンらっこくらぶ

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

11

月

日 月 火 水 木 金 土 

福祉保健センター２階
☎57-1590 FAX57-1592
［利用時間］午前10時～午後５時

安堵町福祉保健センター図書室

本の窓

午前11時～12時午前11時～12時

7

14

21

28

●
広
報
安
堵

第
４
８
０
号
　

２
０
１
２
年
11
月
１
日
発
行
　

●
発
行
・
編
集
／
安
堵
町
役
場
・
総
合
政
策
課 

■
〒
６
３
９－

１
０
９
５
　

奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
東
安
堵
９
５
８
番
地
　

☎
０
７
４
３－

５
７－

１
５
１
１

工作クラブ

11月28日（水）

午後4時～5時

◎場所：福祉保健センター

　　　　2階会議室

◎道具はこちらでご用意いた

　します。

◎無料です。

　お気軽に！

トーク安堵カルチャーセンター玄関前に
「図書返却ポスト」が設置されました。
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　月　 日（土）
　月　 日（土）
11
12

10
1 11月2日（金）

12月7日（金）

11月9日（金）
「おもちゃづくり」
材料費　100円

（入退場自由）
福祉保健センター

（入退場自由）
福祉保健センター

図書返却ポストができました！図書返却ポストができました！図書返却ポストができました！

図書室が閉まっている時はご利用ください。

ポストに入らない本は、

カルチャセンター事務

所にご返却ください。

うちどくとは、家族で読書の習慣を共有
することです。家族みんなで同じ本を読
んだり、おすすめの本を教えあったりし
て、読書の秋を楽しみませんか？
【特別貸出】
1人10冊まで3週間
10月22日（月）
　　～11月10日(土)

家族のコミュニケーションを深めよう！
で『うちどく（家読）』


